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図書館システム       とは 

200８年4月 
Ver4.5 
Ａmazon連携 
リンクリゾルバ連携 

2001年 
CARIN  
Ver.1.0 
誕生 

画面レイアウト 
見直し 
 

2004年 
Ver.3.0 
携帯電話対応 
など 
利用者サービスの 
充実 

 
 

2005年 
Ver.4.0 
ILL機能・NII連携 
強化 

動作環境の刷新 
帳票の充実 

2010年2月 
Ver4.7 
OPAC画面の刷新 
推薦システムなど 

2010年11月 
『CARIN-i』 
業務画面の刷新 
ファセット検索 
『次世代図書館』へ 

2001年に日本初のＷｅｂベース図書館システム 「CARIN」と、200５年に図書館ERPパッケ
ージシステムとして販売した 「ODIN」 の機能を統合して誕生したのが、「CARIN-i」 です。 
さらなる利用者システムの充実と業務の効率化を図るため、年1回以上のバージョンアップを
実施しているので、常に新しい技術とサービスをご提供します。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 

日本女子体育大学『次世代OPAC』 
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次期図書館システム構築コンセプト 

 利用者がより使いやすいOPAC 
        →日本女子体育大学『次世代OPAC』の構築      

一般的な『次世代OPAC』 

・ユーザナビゲート志向インターフェース 例）Amazon   

 ファセット検索、スペルチェック・サジェスト機能、表紙画像等の付加情報、レコメンドetc・・ 

・情報源を一元的に検索ができる アクセス統合 例）Google 

 検索窓ひとつで、利用できる情報源を全て検索する横断検索  

 

・検索→資料だけではなく、資料→付随情報という 双方向の情報表示 

  現物の資料から資料詳細情報や関連情報を表示する仕組み 



１．情報源を一元的に検索ができる アクセス統合  

Serials Solutions社のディスカバリーサービス 『Summon』と 

CARIN-ｉ OPACの連携 

 

 

２．ユーザーナビゲート志向インターフェース   

Serials Solutions社の『360LINK』を使った 

一次情報リアルタイム表示とCARIN-i OPAC連携 

 

 

３．現物資料からの詳細・参考情報検索 
  iPhone、iPod touch、iPad用検索アプリケーション開発 

  カメラ機能を使用した検索 
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構築コンセプトの実現方法 

× 

× 

新機能開発 

http://www.serialssolutions.com/ss_360_suite.html


1.情報源を一元的に検索  アクセス統合  

CARIN-i標準での横断検索機能 

図書館と外部サイト（NDLやCiNii等）を 
横断検索し、検索結果を一覧表示。 
 
申請ボタンをクリックすることで、 
検索結果を流用してILL申請ができます。 

課題点 

  ・対象として設定してある外部資源としか横断検索できない 

  ・検索結果表示が対象外部サイトごとにばらばらになってしまう 

  ・適合度、表示順は対象外部サイトに依存してしまう。 
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1.情報源を一元的に検索  アクセス統合  

Web Scale Discovery Summon™   

5 

ディスカバリーサービス・・ 

OPACと外部資源を統合検索させるツール 

 

『Summon』はその発展型 

GoogleやYahooと同様に、メタデータを 

あらかじめハーベストし、インデックス 

することで検索速度や精度を上げます。   

94,000誌以上のコンテンツが含まれています。   



1.情報源を一元的に検索  アクセス統合  

図書館蔵書検索 

画面イメージ （仮） 検索トップ画面   

WebOPACのトップ画面に Summon検索とOPACの 
切り替えタブを埋め込む。 
キーワード入力フィールドは１つだけにする。 
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現在、関連順、日付順の
ソートが可能。 

 ファセット機能 

   資料フォーマット 

   表示 

図書館システムとの 

リアルタイム連携 

   検索結果の
保存 

1 

2 3 

4 

1.情報源を一元的に検索  アクセス統合  

画面イメージ （仮） 『Summon』の横断検索結果一覧   
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2.ユーザナビゲート志向インターフェース  

CARIN-i 標準のナビゲート機能 ①  

   スペルチェック・ 

   サジェスト機能 1 

   ファセット機能 2 
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   レコメンド機能 4 

   Google、Amazon 

表紙画像表示機能 
3 

2.ユーザナビゲート志向インターフェース  

CARIN-i 標準のナビゲート機能 ②  
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360 LINKとの連携について 

2.ユーザナビゲート志向インターフェース  

360LINKとの連携 ①   

利用者を『導く』仕組みを構築する上で、CARIN-iのOPACだけではできない機能 

 ⇒契約している電子ジャーナルのフルテキストまで積極的に誘導する仕組みは 

  図書館システムだけでは構築できない。 

   リンクリゾルバなど、OPACからフルテキストへ誘導する仕組みとの連携が必要 
 

 

 

 

 

 

 

   

電子ジャーナル 

出版社サイト 

DDS、ILL 

OPAC リンクリゾルバ（中間窓） 

課題 

一度、中間窓で別サイトを挟むと複雑に見えてしまう。 



11 

360 LINKとの連携について 

2.ユーザナビゲート志向インターフェース  

360LINKとの連携 ②   

360LINKは、図書館システムのOPACにリンクできるフルテキストがあることを直接表示する 

ことが可能です。中間窓を介さず検索結果からダイレクトに、視覚的に入手できる電子資料が 

あることが分ります。 

検索結果一覧 

検索結果詳細 

検索結果一覧の画面で、 

タイトルにマウスオーバした時点で 

リンク情報を表示する案も検討中 



電子書籍の端末にもなり、教育現場でも活用が進んでいるスマートフォン、スレート
端末を、図書館の利用にフル活用していただくために、専用のアプリケーションをご
用意いたします。こちらはCARIN-iのパッケージ機能として開発を予定しています。 

スマートフォン / スレート端末専用アプリケーション提供 
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•予約処理 

•表紙画像表示 

•配架マップ表示 

•電子資料連携 

資料検索 

•貸出・予約確認 

•更新処理 

貸出・予約状況 

•貸出 

•ジャンル 

•受入時期 

レコメンド機能 

3.現物資料からの詳細・参考情報検索  

カメラで現物資料を撮影、 

その資料に関連するレコメンドを表示 



おまけ．CARIN-i将来構想 
 

CARIN-iでは、常にお客様のご要望をおうかがいし、年1回以上行っているバージョン
アップに反映させています。 

メジャーバージョンアップも含め、すべてのバージョンを保守契約の範囲でご提供して
おりますので、常に最新の機能をご利用いただけます。 

３－０．CARIN-i のバージョンアップについて 
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•ファセットブラウジング機能 

•Amazonカスタマーレビュー連携機能 

•Googleブックス連携機能 

•My本棚グループ化機能 

2010年度追加機能 

•利用者サービス画面デザインリニューアル 

•横断検索機能 

•サジェスト機能 

•レコメンド機能 

2009年度追加機能 

•表紙画像(Amazon)表示機能 

•OpenURL連携機能 

2008年度追加機能 



３－１．横断検索機能強化（検索データベース追加） 

横断検索で検索できるデータベースを追加し、より多くの情報を利用者に提供でき
るようにします。 
追加データベース候補 
・医中誌Web              ・JAIRO        ・SciFinder     ・PubMed 
・Web of Science        ・JDreamⅡ  ・MEDLINE      ・メディカルオンライン 
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おまけ．CARIN-i将来構想 
 



３－１（２）．横断検索機能強化（重複チェック機能強化） 

図書館にある資料に対して、リクエストや文献複写依頼を出してしまうことを防ぐた
めに、横断検索の検索結果詳細画面においても、資料があることを表示する機能
を追加しました。 
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おまけ．CARIN-i将来構想 
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３－２．電子書籍システム連携 

慶応義塾大学様で実証実験を行っている、電子図書館システムを商品化し、シー
ムレスな連携を実現します。  
CARIN-iから電子書籍の貸出・返却処理を行えるようにし、貸出・予約規則につい
ても、CARIN-iに登録されている規則を適用されるようにします。 
この連携によって、利用者が従来の書籍と同様に電子書籍を利用することが可能
になります。 

おまけ．CARIN-i将来構想 
 



３－３．電子書籍スマートオーダー 

オンラインで発注した資料のデータをリアルタイムに電子図書館システム、ならびに
CARIN-iに取り込み、即座に利用可能になるようにします。 
データの作成が自動で行われるため、受入・整理・配架に相当する作業が大幅に簡
略化されます。 
例えば、研究に必要な資料のリクエストを受けた場合に、オン・ディマンドで提供でき
るようになります。 
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教員・学生 

電子図書館システム 

電子書籍販売業者 
（丸善など） 

図書館 

おまけ．CARIN-i将来構想 
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